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高１で『伊勢物語』第６段を学習

したときに、章段の最後の語り手

の言葉によって「鬼」という言葉

の意味が変わることに興味を持っ

たから。 

 

動機 

高１で『伊勢物語』第６段を学習した

ときに、章段の最後の語り手の言葉に

よって「鬼」という言葉の意味が変わ

ることに興味を持ったから。 

 

 

目的 

章段の最後の語り手の言葉が読み手

の受ける印象にどのような効果をも

たらすかを知ること。 
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の言葉によって「鬼」という言
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高１で『伊勢物語』第６段を学習したときに、章段の最後の語り手の言葉

によって「鬼」という言葉の意味が変わることに興味を持ったから。 

 

予備調査 

① 『伊勢物語』を章段ごと独立したものとして読み、章段の最後の語り手の言葉

があるときとないときそれぞれで感じたことを表にまとめる。 

② 『伊勢物語』を物語の流れの中で読み、①とのちがいを比較する。 

 

高１で『伊勢物語』第６段を学習したときに、章段の最後の語り手の言葉

によって「鬼」という言葉の意味が変わることに興味を持ったから。 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果 

予備調査① 結果 

登場人物の印象が変わった段（段） 登場人物の印象が変わらなかった段（段） 

初・１０・１５・３３ 

３９・４０・６３・７６ 

７７・８７・９６・１０３ 

５０・７５・９０・９３ 

 

予備調査② 結果 

登場人物の印象が変わった段（段） 登場人物の印象が変わらなかった段（段） 

３９・９６ 

初・１０・１５・３３・４０ 

５０・６３・７５・７６・７７ 

８７・９０・９３・１０３ 

 

 

 

 

 



 

 

 

 仮説 

章段の最後の語り手の言葉は                         

① 男が同一人物であることを示す                          

② 男が和歌の名手であったことを強調する という効果を持っている。 
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考察 

・ 各章段を独立したものとして読んだときよりも、物語の流れの中で読んだとき

の方が印象の変化した段が大幅に減少した。章段の最後の語り手の言葉は男が

同一人物であることを示そうとしたのではないかと考えられる。 

・ 男以外の和歌を平凡であると表現していることから、『伊勢物語』の語り手は男

が和歌の名手であることを強調したかったのではないかと考えられる。 

予備調査①・②のちがい（第１０段の場合） 

【内容】花嫁候補の母から贈られてきた和歌に男が好意的に返歌する。 
 

【予備調査①で受けた印象】 

。男は一途なタイプである。  

↓「なほかかることなむやまざりける。」 

。男が一途なタイプであるとは言えない。  ※変化あり 
 

【予備調査②で受けた印象】 

。男の言葉に説得力がない。  ※変化なし 

 今後の方向 

仮説①・②についての研究を進める。 


